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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 腕 骨 （ ２ ５ ） の 近 位 部 に 固 定 す る た め の 固 定 プ レ ー ト （ ２ ） で あ っ て 、
　 ヘ ッ ド 部 （ ３ ） と 、 底 部 で 前 記 ヘ ッ ド 部 （ ３ ） に 隣 接 す る 軸 部 （ ４ ） と を 備 え 、
　 前 記 ヘ ッ ド 部 （ ３ ） は 上 腕 骨 （ ２ ５ ） の 大 結 節 （ ２ ６ ） の 脚 板 か ら 遠 位 に 取 り 付 け ら れ  
る よ う に な っ て お り 、
　 角 度 的 に 安 定 し た ね じ （ ２ ４ ） を 挿 入 す る た め の 内 ね じ 溝 を 有 す る 複 数 の 第 １ の ね じ 孔  
（ ５ ） と ；
  第 １ の 縫 合 材 （ ２ ８ ） を 挿 入 す る た め の 複 数 の 第 １ の 縫 合 孔 （ ７ ） を 備 え 、
　 前 記 軸 部 （ ４ ） が 前 記 上 腕 骨 の シ ャ フ ト （ ２ ７ ） に 取 り 付 け ら れ る よ う に 設 計 さ れ て お  
り 、 そ の た め に 、 固 定 ね じ （ ３ ５ ） を 挿 入 す る た め の 第 ２ の ね じ 孔 （ ８ ） が 設 け ら れ て お  
り 、
前 記 複 数 の 第 １ の 縫 合 孔 （ ７ ） の １ つ が 、 上 腕 骨 頭 （ ３ ２ ） の 頂 部 （ ３ １ ） に 取 り 付 け ら  
れ た 骨 固 定 要 素 （ ９ ） を 第 １ の 縫 合 材 （ ２ ８ ） に よ り 固 定 す る た め の 固 定 縫 合 孔 （ １ ０ ）  
と し て 設 け ら れ 、
　 前 記 軸 部 （ ４ ） か ら 最 も 遠 い 位 置 に あ る ２ つ の 第 １ ね じ 孔 （ ５ ） が 、 水 平 面 （ Ｘ ) に 対 し  
て 下 向 き の 第 １ の ね じ （ ２ ９ ） を 挿 入 す る た め の 上 部 ね じ 孔 （ １ １ ） と し て 提 供 さ れ 、
  前 記 固 定 縫 合 孔 （ １ ０ ） は 、 前 記 第 １ の 縫 合 材 （ ２ ８ ） を 挿 入 す る こ と が で き る ト ン ネ  
ル 状 の 空 洞 （ １ ４ ） を 有 し 、
  前 記 ト ン ネ ル 状 の 空 洞 （ １ ４ ） 内 で 前 記 第 １ の 縫 合 材 （ ２ ８ ） を 固 定 す る た め の 止 め ね  

請求項の数　13　（全17頁）



10

20

30

40

50

JP 7670384 B2 2025.4.30(2)

じ （ １ ５ ） を 備 え て い る 、 固 定 プ レ ー ト （ ２ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
  前 記 固 定 縫 合 孔 （ １ ０ ） が 、 前 記 第 １ の 縫 合 材 （ ２ ８ ） を 配 置 す る た め に 設 け ら れ て い  
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 固 定 プ レ ー ト （ ２ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
  前 記 固 定 縫 合 孔 （ １ ０ ） は 、 前 記 ヘ ッ ド 部 （ ３ ） の 水 平 方 向 中 央 に 配 置 さ れ て い る 、 請  
求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 固 定 プ レ ー ト （ ２ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
  前 記 上 部 ね じ 孔 （ １ １ ） は 第 １ の 内 ね じ 溝 を 有 し 、
  前 記 第 １ の 内 ね じ 溝 が 、 前 記 水 平 面 （ Ｘ ） に 対 し て １ ０ ° ～ ３ ５ ° の 間 の 下 向 き 角 度 （  
α ） で 配 置 さ れ る 第 １ の 長 手 方 向 軸 （ Ａ ） を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載  
の 固 定 プ レ ー ト （ ２ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
  前 記 上 部 ね じ 孔 （ １ １ ） は 第 ２ の 内 ね じ 溝 を 有 し 、
  前 記 第 ２ の 内 ね じ 溝 は 、 前 記 水 平 面 （ Ｘ ） に 対 し て １ ０ ° か ら ３ ５ ° の 間 の 上 向 き 角 度  
（ β ） で 配 置 さ れ る 第 ２ の 長 手 方 向 軸 （ Ｂ ） を 含 ん で い る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 固 定 プ レ ー  
ト （ ２ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
  前 記 上 部 ね じ 孔 （ １ １ ） は そ れ ぞ れ 、 上 部 入 口 開 口 （ １ ２ ） お よ び 下 部 入 口 開 口 （ １ ３  
） を 有 す る ８ の 字 形 状 に 実 質 的 に 設 計 さ れ て お り 、
  前 記 上 部 入 口 開 口 （ １ ２ ） に 前 記 第 １ の 内 ね じ 溝 が 設 け ら れ 、
  前 記 下 部 入 口 開 口 （ １ ３ ） に 前 記 第 ２ の 内 ね じ 溝 が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ４ 又 は ５ に  
記 載 の 固 定 プ レ ー ト （ ２ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
  前 記 ヘ ッ ド 部 （ ３ ） か ら 離 れ た 側 に お い て 、 前 記 軸 部 （ ４ ） は 、 前 記 軸 部 （ ４ ） の 下 方  
に 中 心 的 に 自 由 空 洞 を 形 成 す る よ う に 凹 ん で い る 縁 部 （ ２ ２ ） を 備 え る 、 請 求 項 １ ～ ６ の  
い ず れ か に 記 載 の 固 定 プ レ ー ト （ ２ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
  第 ２ の 固 定 縫 合 孔 （ １ ７ ） を 備 え 、 前 記 ヘ ッ ド 部 （ ３ ） に 取 り 付 け ら れ る 、 サ イ ド ア ー  
ム （ １ ６ ） を 含 み 、
  前 記 サ イ ド ア ー ム （ １ ６ ） は 、 第 ２ の 縫 合 材 （ ２ ８ ） 及 び 第 ２ の 骨 固 定 要 素 （ ３ ３ ） に  
よ っ て 小 フ ッ ト プ レ ー ト （ ３ ４ ） か ら 内 側 に 向 か っ て 軟 骨 下 に 固 定 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ７  
の い ず れ か に 記 載 の 固 定 プ レ ー ト （ ２ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
  前 記 第 ２ の 固 定 縫 合 孔 （ １ ７ ） は 、 前 記 第 ２ の 縫 合 材 （ ２ ８ ） を 挿 入 す る よ う に 設 計 さ  
れ て い る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 固 定 プ レ ー ト （ ２ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
  前 記 サ イ ド ア ー ム （ １ ６ ） が 、 前 記 ヘ ッ ド 部 （ ３ ） に 固 定 す る た め の 固 定 体 （ １ ８ ） を  
備 え て い る 、 請 求 項 ８ ま た は ９ に 記 載 の 固 定 プ レ ー ト （ ２ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
  前 記 ヘ ッ ド 部 （ ３ ） に は 、 前 記 固 定 体 （ １ ８ ） を 前 記 ヘ ッ ド 部 （ ３ ） に 固 定 す る た め に  
、 前 記 固 定 体 （ １ ８ ） が 配 置 さ れ 得 る 凹 部 （ ５ ０ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載  
の 固 定 プ レ ー ト （ ２ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
  前 記 固 定 体 （ １ ８ ） を 前 記 ヘ ッ ド 部 （ ３ ） に 固 定 す る た め の 取 付 孔 （ ３ ５ ） と し て 構 成  
さ れ た 前 記 ヘ ッ ド 部 （ ３ ） の 前 記 第 １ の 縫 合 孔 （ ７ ） に 挿 入 可 能 な 取 付 ピ ン （ ２ ０ ） を 備  
え る 、 請 求 項 １ ０ ま た は １ １ に 記 載 の 固 定 プ レ ー ト （ ２ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
  前 記 サ イ ド ア ー ム （ １ ６ ） は 、 前 記 固 定 プ レ ー ト （ ２ ） に 高 さ 調 節 可 能 に 取 り 付 け ら れ  
る 、 請 求 項 ８ ～ １ １ の い ず れ か に 記 載 の 固 定 プ レ ー ト （ ２ ） 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 上 腕 骨 近 位 部 に 固 定 す る た め の 固 定 プ レ ー ト で あ っ て 、 ヘ ッ ド 部 と 、 ヘ ッ ド 部  
に 下 部 で 隣 接 す る 軸 部 と を 有 し 、 ヘ ッ ド 部 は 、 上 腕 骨 の 大 結 節 の フ ッ ト プ レ ー ト か ら 遠 位  
に 取 り 付 け ら れ る よ う に 設 計 さ れ て お り 、
　 そ の た め に 、
　 角 度 的 に 安 定 し た ね じ を 挿 入 す る た め の 第 1 の ね じ 孔 、 お よ び
　 そ こ に 縫 合 材 を 挿 入 す る た め の 縫 合 孔 と を 備 え 、
　 軸 部 が 上 腕 骨 シ ャ フ ト に 取 り 付 け ら れ る よ う に 設 計 さ れ て お り 、
　 そ の た め に 、 そ こ に 固 定 ね じ を 挿 入 す る た め の 第 2 ね じ 孔 が 設 け ら れ て い る 、 固 定 プ レ  
ー ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
こ の よ う な 固 定 プ レ ー ト は 、 肩 の 骨 折 を 治 療 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ の よ う な 固 定 プ レ ー ト の 例 は 、 W O  2 0 0 5 / 0 7 2 2 8 5  A 2 、 U S  2 0 1 2 / 0 1 7 9 2 0 8  A 1 、 U S  
2 0 0 6 / 0 2 3 5 4 0 2  A 1 、 W O  2 0 1 4 / 1 1 0 4 2 1  A 1 、 U S  2 0 1 8 / 0 0 0 0 4 9 6  A 1 、 U S  2 0 1 6 /  
0 2 8 7 2 9 7  A 1  D E  1 0  2 0 0 5  0 7 4 3  2 8 1  A 1 、 U S  2 0 1 6 / 0 1 6 6 2 9 7  A 1 及 び U S  9 , 5 2 6 , 5  
4 4  B 1 に 記 載 及 び 描 か れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 定 の 肩 の 骨 折 で は 、 固 定 プ レ ー ト が 上 腕 骨 近 位 部 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ こ で の 固 定 プ レ ー ト の 軸 部 は 、 こ の 軸 部 を 上 腕 骨 シ ャ フ ト に 固 定 す る た め の 前 記 第 2 ね  
じ 孔 を 含 ん で い る 。 こ れ ら の 第 2 ね じ 孔 の 1 つ 以 上 は 細 長 く 、 少 な く と も 部 分 的 に 内 ね じ を  
備 え 、 お よ び ／ ま た は 少 な く と も 部 分 的 に 内 ね じ を 備 え て い な い こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ヘ ッ ド 部 は 、 角 度 的 に 安 定 し た ね じ を 挿 入 す る た め の 内 ね じ が 設 け ら れ た 前 記 第 1 の ね じ  
孔 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 腕 骨 に 対 す る 固 定 プ レ ー ト の 構 造 を さ ら に 強 化 す る た め に 、 典 型 的 に は 、 縫 合 糸 が 、 上  
腕 骨 頭 の 周 囲 の 腱 を 通 し て 引 か れ 、 こ の 目 的 の た め に 典 型 的 に は 固 定 プ レ ー ト の 縁 に 配 置  
さ れ て い る 前 記 縫 合 孔 を 介 し て 固 定 プ レ ー ト に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う に 十 分 に 開 発 さ れ た 固 定 シ ス テ ム に も か か わ ら ず 、 こ れ ら の 固 定 プ レ ー ト が 使 用  
さ れ る 手 術 手 技 に は 、 多 く の 重 大 な 合 併 症 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の よ う な 合 併 症 の 第 一 の 例 は 、 手 術 後 の 上 腕 骨 頭 の 後 傾 で 、 固 定 プ レ ー ト は こ の 後 傾 を  
防 ぐ こ と が で き な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の よ う な 合 併 症 の 第 二 の 例 は 、 上 腕 骨 頭 が ね じ の 上 で 徐 々 に 沈 下 し 、 上 腕 骨 頭 ね じ の ね  
じ 端 が 関 節 面 を 貫 通 し て 穿 孔 す る こ と で あ る 。 こ れ は 、 関 節 の 破 壊 に つ な が る 可 能 性 が あ  
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の よ う な 合 併 症 は 主 に 高 齢 者 に 起 こ り 、 高 齢 者 の 弱 い 骨 で は ね じ の グ リ ッ プ が 弱 く な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
既 知 の 固 定 プ レ ー ト を 用 い た 既 知 の 手 術 技 術 の 問 題 は 、 例 え ば 、 J o n a t h a n  B a r l o w  e t  a l ,  
L o c k i n g  p l a t e  f i x a t i o n  o f  p r o x i m a l  h u m e r u s  f r a c t u r e s  i n  p a t i e n t s  o l d e r  t h a n  6  
0  y e a r s  c o n t i n u e s  w i t h  a  h i g h  c o m p l i c a t i o n  r a t e ,  J  S h o u l d e r  E l b o w  S u r g  ( 2 0 2  
0 )  2 9 ,  1 6 8 9 - 1 6 9 4  に 記 載 さ れ て い る 。
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【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 前 記 合 併 症 を 制 限 す る こ と が で き る 上 腕 骨 近 位 部 固 定 プ レ ー ト 、 セ ッ ト  
及 び 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の こ の 目 的 は 、 ヘ ッ ド 部 と 、 ヘ ッ ド 部 に 下 部 で 隣 接 す る 軸 部 と を 有 す る 固 定 プ レ ー  
ト を 提 供 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ 、
　 ヘ ッ ド 部 は 、 上 腕 骨 大 結 節 の フ ッ ト プ レ ー ト か ら 遠 位 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 設 計 さ れ  
て お り 、 そ の た め に
　 角 度 的 に 安 定 し た ね じ を 挿 入 す る た め の 、 ね じ 溝 を 有 す る 第 1 の ね じ 孔 、 お よ び
　 縫 合 材 を 挿 入 す る た め の 縫 合 孔 で あ っ て 、 そ の う ち の 1 つ は 、 上 腕 骨 上 腕 骨 頭 の 頂 点 に  
取 り 付 け ら れ た 骨 固 定 要 素 を 縫 合 材 に よ っ て 固 定 す る た め の 固 定 縫 合 孔 と し て 設 け ら れ て  
お り 、 軸 部 か ら 最 も 離 れ て 配 置 さ れ た 2 つ の 第 1 ね じ 孔 は 、 下 向 き の ね じ を そ こ に 挿 入 す る  
た め の 上 部 ね じ 孔 と し て 設 け ら れ 、
　 軸 部 は 、 上 腕 骨 軸 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 設 計 さ れ て お り 、 そ の た め に 、 固 定 ね じ を 挿  
入 す る た め の 第 2 の ね じ 孔 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 角 度 的 に 安 定 な ね じ 、 固 定 ね じ 、 縫 合 材 及 び 骨 固 定 要 素 と 共 に 、 固 定 プ レ ー ト は 、 上  
腕 骨 近 位 部 固 定 シ ス テ ム を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 方 、 下 方 、 水 平 及 び 垂 直 と い う 用 語 は 、 前 記 固 定 プ レ ー ト が 典 型 的 に 上 腕 骨 に 取 り 付 け  
ら れ る 前 記 固 定 プ レ ー ト の 位 置 に お い て 、 対 応 す る 腕 が 垂 れ 下 が っ た 状 態 で 立 っ て い る 人  
を 基 準 と し て 見 た 固 定 プ レ ー ト に 関 し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ こ で の 垂 直 面 は 、 軸 部 が 主 に 延 び る 面 に 実 質 的 に 対 応 し 、 上 腕 骨 軸 に 対 す る 軸 部 の 理 想  
的 な 支 持 面 に 実 質 的 に 一 致 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
水 平 面 は 、 こ の よ う な 垂 直 面 に 対 し て 横 方 向 に 、 軸 部 に 対 し て 実 質 的 に 横 方 向 に 延 び る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
下 向 き ね じ と は 、 そ の 始 点 が 水 平 面 か ら 離 れ る よ う に ね じ 込 ま れ た と き 、 そ の 始 点 が 水 平  
面 か ら 最 も 下 に 位 置 す る よ う に 、 常 に こ の 水 平 面 の さ ら に 下 に ね じ 込 ま れ る ね じ で あ る 。  
こ の た め 、 ね じ は 水 平 面 に 対 し て 下 向 き の 角 度 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 向 き の ね じ と は 、 そ の 始 点 が 水 平 面 か ら 離 れ る よ う に ね じ 込 ま れ た と き 、 そ の 始 点 が 水  
平 面 か ら 最 も 上 に 位 置 す る よ う に 、 常 に こ の 水 平 面 よ り さ ら に 上 に ね じ 込 ま れ る ね じ で あ  
る 。 従 っ て 、 ね じ は 、 前 記 水 平 面 に 対 し て 上 向 き の 角 度 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
前 記 骨 固 定 要 素 は 、 様 々 な 実 施 形 態 で 知 ら れ て お り 、 実 施 さ れ て い る 。 そ れ は 、 典 型 的 に  
は 、 イ ン サ ー タ に 取 り 付 け ら れ る 。 こ こ で の 骨 ア ン カ ー 要 素 は 、 典 型 的 に は 、 骨 に し っ か  
り と 係 合 し 、 軟 骨 下 骨 の 下 に 係 合 す る 。 こ の よ う な 骨 固 定 要 素 は 、 例 え ば 、 ね じ ま た は く  
さ び 、 ま た は 結 び 目 に 巻 き 付 く ね じ な ど の 形 態 で 知 ら れ て い る 。 様 々 な 可 能 な 実 施 形 態 に  
お い て 、 骨 ア ン カ ー 要 素 は 、 常 に バ ー ブ と し て 骨 内 に 取 り 付 け ら れ る 。 ア ン カ ー は 、 腱 挿  
入 部 位 か ら 内 側 に 軟 骨 下 に 取 り 付 け ら れ 、 軟 骨 に 最 小 限 の 孔 を あ け る 。 こ の 孔 は 、 骨 ア ン  
カ ー 要 素 の 大 き さ を 制 限 す る こ と に よ っ て 、 で き る だ け 小 さ く 保 た れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の よ う な 骨 固 定 要 素 に は 、 こ れ を 固 定 す る た め に 必 要 な 縫 合 材 が 付 属 し て い る 。 骨 固 定  
要 素 が 上 腕 骨 の 頂 部 に 配 置 さ れ る と 、 縫 合 材 が 棘 上 腱 お よ び 棘 下 腱 の 挿 入 部 か ら 案 内 さ れ  
、 固 定 用 縫 合 孔 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
従 来 、 固 定 プ レ ー ト を 固 定 す る 縫 合 糸 は 、 上 腕 骨 頭 周 囲 の 腱 に 配 置 さ れ て い た 。 本 発 明 に  
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よ れ ば 、 上 腕 骨 頭 の 骨 に 固 定 し 、 固 定 プ レ ー ト に 縫 合 す る こ と が で き る 骨 固 定 部 材 が 提 供  
さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 上 腕 骨 頭 の 傾 き を よ り よ く 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
先 行 技 術 で は 、 ス ク リ ュ ー の 穿 孔 の リ ス ク は 、 最 も 近 位 の 角 度 的 に 安 定 し た ス ク リ ュ ー で  
最 大 で あ る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 踵 骨 も 補 強 す る た め に 、 こ れ ら の 2 つ 以 上 の 近 位 の 角 度 的  
に 安 定 し た ね じ を 非 定 型 的 に 下 方 に 向 け る こ と が 提 供 さ れ る よ う に な っ た 。 こ れ は ま た 、  
ね じ が 関 節 面 を 穿 孔 す る こ と を 回 避 す る 。 ま た 、 先 行 技 術 の よ う に 、 水 平 ま た は 下 方 の 位  
置 か ら 踵 骨 に 到 達 す る た め に 、 さ ら な る 角 度 的 に 安 定 な ね じ を 設 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 固 定 用 縫 合 孔 は 、 そ こ に 縫 合 材 を 調 整 可 能 に 配 置 す る た め に 設 け  
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
縫 合 材 を 固 定 縫 合 穴 に 調 整 可 能 に 挿 入 で き る よ う に す る こ と で 、 こ の 縫 合 材 を よ り 制 御 可  
能 な 方 法 で 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
具 体 的 な 実 施 形 態 で は 、 こ の 発 明 に よ る 固 定 プ レ ー ト の 固 定 縫 合 孔 は 、 縫 合 材 を 挿 入 す る  
こ と が で き る ト ン ネ ル 状 の 空 洞 を 含 ん で い て も よ く 、 固 定 プ レ ー ト は 、 縫 合 材 を ト ン ネ ル  
状 の 空 洞 に 調 整 可 能 に 固 定 す る た め の 調 整 手 段 を 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
従 っ て 、 例 え ば 、 ト ン ネ ル 状 の 空 洞 内 に 縫 合 材 を 止 め ね じ に よ っ て 調 節 可 能 に 固 定 す る た  
め に 、 ト ン ネ ル 状 の 空 洞 内 に 開 口 す る ね じ 孔 が 固 定 プ レ ー ト に 設 け ら れ る こ と が あ る 。 こ  
の 固 定 プ レ ー ト は 、 こ の ト ン ネ ル 状 の 空 洞 に 縫 合 糸 を 調 整 可 能 に 固 定 す る た め に 、 ね じ 孔  
に 挿 入 す る こ と が で き る 止 め ね じ を 含 む セ ッ ト で 提 供 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
あ る い は 、 例 え ば 、 バ ヨ ネ ッ ト シ ス テ ム ま た は 偏 心 シ ス テ ム が 、 こ の よ う な ト ン ネ ル 状 の  
キ ャ ビ テ ィ 内 に 縫 合 材 を 調 節 可 能 に 固 定 す る た め に 提 供 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
固 定 縫 合 穴 は 、 さ ら に 好 ま し く は 、 そ の 中 に 縫 合 材 を 解 放 可 能 に 配 置 す る た め に 設 け ら れ  
て お り 、 こ の 縫 合 材 を 固 定 縫 合 穴 の 中 に 可 逆 的 に 配 置 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 固 定 縫 合 穴 は 、 好 ま し く は 、 ヘ ッ ド 部 の 中 心 部 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
よ り 具 体 的 に は 、 こ の 固 定 縫 合 穴 は 、 好 ま し く は 、 固 定 プ レ ー ト の 上 縁 で 中 心 的 に 開 口 す  
る 第 1 の 入 口 開 口 と 、 固 定 プ レ ー ト の ヘ ッ ド 部 で 中 心 的 に 開 口 す る 第 2 の 入 口 開 口 と を 有 す  
る ト ン ネ ル 状 の キ ャ ビ テ ィ を 構 成 す る 。 そ し て 、 前 記 止 め ね じ の た め の ね じ 孔 は 、 好 ま し  
く は 、 ヘ ッ ド 部 の こ れ ら 2 つ の 入 口 開 口 部 の 間 の 中 央 に 設 け ら れ 、 こ こ で ト ン ネ ル 状 の 空  
洞 に 開 口 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
角 度 的 に 安 定 な ね じ の た め の 2 種 類 の ね じ 孔 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
第 一 の タ イ プ は 、 角 度 的 に 安 定 し た ね じ が 可 変 的 か つ 調 整 可 能 に 配 置 さ れ る ね じ 孔 に 関 す  
る も の で あ り 、 こ こ で 、 角 度 は 、 通 常 、 各 方 向 に 最 大 1 5 ° 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
第 二 の タ イ プ は 、 角 度 的 に 安 定 し た ね じ が 、 あ る 特 定 の 固 定 さ れ た 角 度 に の み 配 置 で き る  
ね じ 孔 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
本 発 明 に よ る 固 定 プ レ ー ト の 前 記 上 部 ね じ 孔 を 製 造 す る た め に 、 原 則 と し て 、 両 方 の タ イ  
プ の ね じ 孔 を 使 用 す る こ と が で き る 。 し か し 、 好 ま し く は 、 こ れ ら の 上 部 ね じ 孔 は 、 第 2  
の 前 記 タ イ プ に 従 っ て 設 計 さ れ る 。 角 度 的 に 安 定 な ね じ の 利 点 は 、 実 際 に は 、 高 い 製 造 コ  
ス ト を 相 殺 し な い 。 そ の よ う な 可 変 角 度 安 定 ス ク リ ュ ー は ま た 、 信 頼 性 が 低 い か も し れ な  
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い 。 し た が っ て 、 衝 突 の 危 険 性 が あ り 、 最 初 の 可 変 角 度 安 定 ね じ の 挿 入 時 に 、 そ の 正 確 な  
位 置 が 十 分 に 正 確 に 知 ら れ て お ら ず 、 次 に 挿 入 さ れ る ね じ の た め に ね じ 孔 を 開 け る と き に  
、 既 に 挿 入 さ れ て い る ね じ に 触 れ る 可 能 性 が あ る 。 ド リ ル が 損 傷 し 、 さ ら に は 破 損 す る 可  
能 性 が あ る 。 別 の 欠 点 は 、 衝 突 の 場 合 に 第 2 の 経 路 を 穿 孔 す る 必 要 が あ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
２ つ 以 上 の 上 部 ね じ 孔 の 各 々 の 内 ね じ 溝 は 、 好 ま し く は 、 水 平 面 に 対 し て 1 0 ° か ら 3 5 °  
の 間 、 よ り 好 ま し く は 1 5 ° か ら 2 5 ° の 間 、 さ ら に 好 ま し く は 1 5 ° か ら 2 0 ° の 間 の 下 方 角  
度 で 配 置 さ れ て い る 長 手 軸 を 有 す る 。 さ ら に 好 ま し く は 、 こ の 角 度 は 、 約 1 6 ° に 達 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の 下 向 き の 角 度 は 、 最 も 近 位 の ス ク リ ュ ー が 踵 に で き る だ け 最 適 に 確 実 に 到 達 で き る よ  
う に す る た め に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
２ つ 以 上 の 上 部 ね じ 孔 は 、 さ ら に 好 ま し く は 、 そ れ ぞ れ 、 水 平 面 に 対 し て 1 0 ° か ら 3 5 °  
の 間 、 好 ま し く は 1 5 ° か ら 2 5 ° の 間 、 よ り 好 ま し く は 2 0 ° か ら 2 5 ° の 間 の 上 向 き 角 度 で  
配 置 さ れ る 第 2 の 縦 軸 を 含 ん で な る 第 2 の 内 ね じ 溝 を 備 え る 。 さ ら に 好 ま し く は 、 こ の 角 度  
は 、 約 2 4 ° に 達 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
上 部 ね じ 孔 が 第 1 の 前 記 内 ね じ 溝 お よ び 第 2 の 内 ね じ 溝 の 両 方 を 備 え る 場 合 、 こ の 同 じ 固 定  
プ レ ー ト は 、 前 記 合 併 症 の リ ス ク が あ る 手 術 に お い て 、 こ れ ら の 合 併 症 を 回 避 す る た め に  
最 も 近 位 の ね じ を 下 方 に 向 け る こ と が で き る よ う に 、 ま た 、 こ れ ら の 合 併 症 を 期 待 せ ず 、  
最 も 近 位 の ね じ を 従 来 の 方 法 で 上 方 に 向 け る こ と が で き る 手 術 に お い て 、 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
前 記 内 ね じ 溝 は 、 好 ま し く は 、 円 錐 状 に 収 束 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
特 に 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 2 つ 以 上 の 上 部 ね じ 孔 は そ れ ぞ れ 、 上 部 入 口 開 口 と 下 部 入 口  
開 口 と を 有 す る 実 質 的 に 8 の 字 形 に 設 計 さ れ て お り 、 上 部 入 口 開 口 は 第 1 の 前 記 内 ね じ 溝 を  
備 え 、 下 部 入 口 開 口 は 第 2 の 内 ね じ 溝 を 備 え て い る 。 場 合 に よ っ て は 、 逆 に 、 上 部 入 口 開  
口 に は 第 2 の 内 ね じ が 設 け ら れ 、 下 部 入 口 開 口 に は 第 1 の 内 ね じ が 設 け ら れ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の 発 明 の 目 的 は 、 さ ら に 、 縫 合 材 お よ び 第 2 の 骨 固 定 要 素 に よ っ て サ イ ド ア ー ム を 小 フ  
ッ ト プ レ ー ト か ら 内 側 に 固 定 す る た め に 、 こ の 発 明 に よ る 固 定 プ レ ー ト と 、 ヘ ッ ド 部 に 解  
放 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 第 2 の 固 定 縫 合 孔 を 備 え る サ イ ド ア ー ム の セ ッ ト を 提 供 す る こ と  
に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
サ イ ド ア ー ム は 、 こ こ で は 、 靭 帯 溝 を 橋 渡 し し 、 靭 帯 溝 の 内 側 縁 を 越 え て 突 出 し て い る 。  
二 頭 筋 溝 に 位 置 す る 二 頭 筋 腱 は 、 妨 げ ら れ る こ と な く 残 さ れ る 。 場 合 に よ っ て は 、 縫 合 糸  
と 靭 帯 腱 と の 間 に 衝 突 が な い 限 り 、 サ イ ド ア ー ム は 靭 帯 溝 の 上 方 で 終 了 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
サ イ ド ア ー ム は 、 好 ま し く は 、 1 つ の 前 記 固 定 用 縫 合 孔 の み を 備 え て い る 。 こ の サ イ ド ア  
ー ム は 、 こ こ で は 、 典 型 的 に は 縫 合 糸 な ど の 縫 合 材 を そ こ に 固 定 す る た め に 設 け ら れ て お  
り 、 こ こ で は 、 好 ま し く は 、 こ の 機 能 を 果 た す た め に 最 小 限 の 設 計 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
第 2 の 固 定 縫 合 孔 は 、 固 定 プ レ ー ト の ヘ ッ ド 部 に 設 け ら れ た 上 述 の 固 定 縫 合 孔 と 同 様 の 方  
法 で 設 け る こ と が で き る 。 こ の 第 2 の 固 定 縫 合 孔 も 、 好 ま し く は 、 そ こ に 縫 合 材 を 調 節 可  
能 に 挿 入 す る よ う に 設 計 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
サ イ ド ア ー ム は 、 固 定 プ レ ー ト の 前 部 ま た は こ の 固 定 プ レ ー ト の 後 部 の い ず れ か に 取 り 付  
け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
サ イ ド ア ー ム は 、 好 ま し く は 、 当 該 サ イ ド ア ー ム を ヘ ッ ド 部 に 固 定 す る た め の 固 定 体 を 備  
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え て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
よ り 具 体 的 に は 、 固 定 プ レ ー ト は 、 そ の ヘ ッ ド 部 に 、 固 定 体 を ヘ ッ ド 部 に 固 定 す る た め に  
固 定 体 が 配 置 さ れ る 凹 部 を 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
好 ま し く は 、 サ イ ド ア ー ム は 対 称 的 に 設 計 さ れ 、 こ れ は 、 固 定 プ レ ー ト に 対 し て 突 出 す る  
第 1 の 直 立 し た 側 で 最 初 に 取 り 付 け ら れ 、 ま た 、 固 定 プ レ ー ト に 対 し て 突 出 す る 第 2 の 直 立  
し た 側 で 1 8 0 ° ね じ れ る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 同 じ サ イ ド ア ー ム を 、 左 肩 の 肩  
の 骨 折 を 治 療 す る た め と 、 右 肩 の 肩 の 骨 折 を 治 療 す る た め と の 両 方 に 使 用 す る こ と が で き  
る 。 好 ま し く は 、 固 定 プ レ ー ト は 、 直 立 し た 側 面 の 各 々 に 対 応 す る 前 記 凹 部 を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
代 替 的 ま た は 追 加 的 に 、 固 定 本 体 は 、 ヘ ッ ド 部 の 完 全 な 幅 に わ た っ て 延 在 す る よ う に 設 け  
ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
よ り 具 体 的 に は 、 固 定 本 体 は 、 固 定 本 体 を ヘ ッ ド 部 に 固 定 す る た め に 、 取 付 孔 と し て 構 成  
さ れ た ヘ ッ ド 部 の 前 記 縫 合 孔 に 挿 入 可 能 な 取 付 ピ ン を 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
さ ら に 具 体 的 に は 、 1 つ ま た は 複 数 の 固 定 ね じ に よ っ て 固 定 体 を ヘ ッ ド 部 に 固 定 す る た め  
に 、 固 定 体 に は 1 つ ま た は 複 数 の 固 定 ね じ 孔 が 設 け ら れ 、 ヘ ッ ド 部 に は 対 応 す る 1 つ ま た は  
複 数 の 固 定 ね じ 孔 が 設 け ら れ て い て も よ い 。 固 定 体 が ヘ ッ ド 部 の 完 全 な 幅 に わ た っ て 延 び  
る 場 合 、 固 定 体 が ヘ ッ ド 部 上 に 配 置 さ れ て 当 該 ヘ ッ ド 部 の 両 側 で 取 り 付 け ら れ る よ う に 、  
例 え ば ヘ ッ ド 部 の か か る 固 定 ね じ 孔 は 、 よ り 具 体 的 に は ヘ ッ ド 部 の 反 対 側 の 側 縁 部 に 設 け  
ら れ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
特 定 の 実 施 形 態 で は 、 サ イ ド ア ー ム は 、 固 定 プ レ ー ト に 高 さ 調 節 可 能 に 取 り 付 け ら れ る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
上 述 の 第 2 の 骨 固 定 要 素 お よ び 上 述 の サ イ ド ア ー ム は 、 先 行 技 術 に よ る 固 定 プ レ ー ト に お  
い て 、 上 部 の ね じ 孔 が 、 そ こ に 下 方 に 向 け ら れ た ね じ を 挿 入 す る た め に 設 け ら れ て い な い  
場 合 に も 有 益 で あ る 。 そ れ ら は ま た 、 固 定 プ レ ー ト の ヘ ッ ド 部 に 第 1 の 前 記 骨 固 定 要 素 お  
よ び 固 定 用 縫 合 孔 が 設 け ら れ て い な い 固 定 シ ス テ ム に お い て も 有 益 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
ヘ ッ ド 部 か ら 離 れ た 側 に お い て 、 こ の 発 明 に よ る 固 定 プ レ ー ト の 軸 部 は 、 軸 部 の 下 方 に 中  
心 的 に 自 由 空 洞 を 形 成 す る よ う に 凹 状 に 設 計 さ れ た 端 部 を 備 え て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
こ の 端 部 の 凹 状 の 設 計 は 、 そ こ に 位 置 す る 腱 の 挿 入 部 位 と の 衝 突 を 最 小 限 に 制 限 し 、 必 要  
に 応 じ て 、 固 定 プ レ ー ト を 配 置 す る た め に 、 最 小 限 の 腱 の み を 挿 入 解 除 す る 必 要 が あ る よ  
う に す る 。 こ の よ う に 、 端 部 は 、 三 角 筋 腱 を 必 要 な だ け 挿 入 で き る ル ー ジ ン と し て 機 能 す  
る 。 こ れ は 、 ま ず 別 の ル ー ジ ン を 使 っ て 挿 入 を 解 除 し 、 そ れ か ら プ レ ー ト を 取 り 付 け る 現  
在 の 方 法 と は 対 照 的 で す 。 適 切 な 端 部 が あ れ ば 、 固 定 プ レ ー ト を 既 存 の 固 定 プ レ ー ト よ り  
も 短 く 設 計 で き る た め 、 こ の 段 階 は 回 避 さ れ 、 よ り 少 な い 挿 入 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
こ の よ う な 凹 状 の 端 部 は 、 上 部 の ね じ 孔 が 下 方 に 向 い た ね じ を そ こ に 挿 入 す る た め に 設 け  
ら れ て い な い 先 行 技 術 に よ る 固 定 プ レ ー ト 、 お よ び 固 定 プ レ ー ト に 前 述 の 骨 固 定 要 素 お よ  
び 固 定 縫 合 孔 が 設 け ら れ て い な い 固 定 シ ス テ ム に お い て も 有 益 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
好 ま し く は 、 こ の 発 明 に よ る 固 定 プ レ ー ト の 軸 部 に お い て 、 少 な く と も 1 つ の ね じ 孔 が ス  
ロ ッ ト と し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な ス ロ ッ ト 状 の ね じ 孔 に よ り 、 第 1 の 固 定 ね じ を  
挿 入 す る こ と が で き 、 そ の 後 、 必 要 に 応 じ て 、 固 定 プ レ ー ト を 上 腕 骨 に 対 し て よ り 正 確 に  
位 置 決 め す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ６ ０ 】
軸 部 の ね じ 孔 は 、 さ ら に 好 ま し く は 、 互 い に 対 し て 千 鳥 状 に 配 置 さ れ る 。 こ れ ら の ね じ 孔  
は 、 互 い に 上 の 1 つ の 垂 直 線 上 に 配 置 さ れ る の で は な く 、 こ の 垂 直 線 に 対 し て 少 な く と も  
部 分 的 に オ フ セ ッ ト さ れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 軸 部 は 、 シ ャ フ ト が 分 裂 し 始 め る こ と  
な く 、 上 腕 骨 シ ャ フ ト に し っ か り と 取 り 付 け ら れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
次 に 、 本 発 明 に よ る 固 定 プ レ ー ト お よ び 方 法 を 備 え た 上 腕 骨 近 位 部 固 定 シ ス テ ム の い く つ  
か の 実 施 形 態 の 以 下 の 詳 細 な 説 明 を 参 照 し て 、 本 発 明 を よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 こ の 説 明 の  
目 的 は 、 専 ら 、 明 確 な 例 を 示 し 、 こ の 発 明 の 更 な る 利 点 及 び 特 徴 を 示 す こ と で あ り 、 し た  
が っ て 、 決 し て 、 こ の 発 明 の 適 用 領 域 又 は 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 特 許 権 の 制 限 と し  
て 解 釈 し て は な ら な い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
こ の 詳 細 な 説 明 で は 、 参 照 符 号 に よ っ て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 す る こ と に す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 図 １ 】 図 1 は 、 上 腕 骨 に 取 り 付 け ら れ た こ の 発 明 に よ る 固 定 シ ス テ ム を 正 面 か ら 見 た 図  
で あ る 。
【 図 ２ 】 図 2 は 、 固 定 シ ス テ ム お よ び 図 1 の 上 腕 骨 を 側 面 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 3 は 、 図 1 の 固 定 装 置 と 上 腕 骨 を 、 上 腕 骨 と 固 定 プ レ ー ト の 中 心 を 通 る よ う に 切  
断 し た 縦 断 面 で 示 す 。
【 図 ４ 】 図 4 は 、 図 1 か ら の 固 定 シ ス テ ム の 固 定 プ レ ー ト を 縦 断 面 で 別 々 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 5 は 、 図 1 か ら の 固 定 シ ス テ ム の 固 定 プ レ ー ト を 背 面 図 で 別 々 に 示 す 。
【 図 ６ 】 図 6 は 、 上 部 の ね じ 孔 に 挿 入 さ れ た 角 度 的 に 安 定 し た ね じ を 備 え た 、 図 1 か ら の 固  
定 シ ス テ ム の 固 定 プ レ ー ト を 側 面 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 7 は 、 固 定 シ ス テ ム と 図 1 の 上 腕 骨 を 上 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 8 は 、 サ イ ド ア ー ム を 中 心 的 に 切 断 し た 断 面 で 、 図 1 の 固 定 シ ス テ ム と 上 腕 骨 を  
示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 9 は 、 図 1 か ら の 固 定 シ ス テ ム の サ イ ド ア ー ム を 別 々 に 透 視 し て 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 1 0 は 、 図 1 か ら の 固 定 シ ス テ ム の サ イ ド ア ー ム を 上 面 図 で 別 々 に 示 す 。
【 図 １ １ 】 図 1 1 は 、 図 1 か ら の 固 定 シ ス テ ム の サ イ ド ア ー ム を 別 々 に 正 面 図 で 示 し た も の  
で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 1 2 は 、 図 1 4 か ら の 固 定 シ ス テ ム か ら の サ イ ド ア ー ム の 第 2 の 実 施 形 態 を 、 左  
側 か ら の 透 視 図 で 別 々 に 示 す 。
【 図 １ ３ 】 図 1 3 は 、 図 1 2 か ら の サ イ ド ア ー ム を 後 方 か ら 透 視 し て 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 1 4 は 、 こ の 発 明 に よ る 固 定 シ ス テ ム の 第 2 の 実 施 形 態 を 、 前 方 左 側 か ら の 視  
点 で 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 1 5 は 、 図 1 4 か ら の 固 定 シ ス テ ム か ら の 固 定 プ レ ー ト を 別 々 に 、 前 方 か ら の  
透 視 図 で 示 す 。
【 図 １ ６ 】 図 1 6 は 、 図 1 4 か ら の 固 定 シ ス テ ム を 左 後 方 か ら の 視 点 で 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 1 7 は 、 図 1 4 の 固 定 シ ス テ ム の 一 部 を 、 分 解 状 態 で 、 頭 部 分 の レ ベ ル で 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
図 示 さ れ た 上 腕 骨 近 位 部 固 定 シ ス テ ム （ 1 ） は 、 固 定 プ レ ー ト （ 2 ） 、 そ れ に 解 放 可 能 に 取  
り 付 け ら れ る サ イ ド ア ー ム （ 1 6 ） 、 骨 固 定 要 素 （ 9 、 3 3 ） 、 ね じ （ 2 4 、 3 5 ） 、 お よ び 縫  
合 材 （ 2 8 ） を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
固 定 プ レ ー ト （ 2 ） は ま た 、 ヘ ッ ド 部 （ 3 ） と 、 こ の ヘ ッ ド 部 （ 3 ） に 底 部 で 隣 接 す る 軸 部  
（ 4 ） と を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
図 1 ～ 図 3 か ら 分 か る よ う に 、 軸 部 （ 4 ） は 、 上 腕 骨 シ ャ フ ト （ 2 7 ） に 取 り 付 け ら れ る よ う  
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に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
こ の 目 的 の た め に 、 各 場 合 に お い て 、 軸 部 （ 4 ） に は 、 そ こ に 固 定 ね じ （ 3 5 ） を 挿 入 す る  
た め の 複 数 の ね じ 孔 （ 8 ） が 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う な 固 定 ね じ （ 3 5 ） の 挿 入 は 、 先 行  
技 術 か ら 知 ら れ て お り 、 第 2 の 実 施 形 態 に 図 示 さ れ て い る 。 中 央 に 配 置 さ れ た ね じ 孔 （ 2 3  
） は 、 こ こ で は 、 第 1 の 固 定 ね じ （ 3 5 ） が そ こ に 配 置 さ れ て も 、 上 腕 骨 （ 2 5 ） に 対 す る 固  
定 プ レ ー ト （ 2 ） の あ る 程 度 の 遊 び を 許 容 す る よ う に 細 長 く 構 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 固  
定 プ レ ー ト （ 2 ） は 、 軸 部 （ 4 ） の さ ら な る ね じ 孔 （ 8 ） に さ ら な る ね じ （ 3 5 ） を 挿 入 す る  
前 に 、 必 要 に 応 じ て 、 上 腕 骨 （ 2 5 ） に 対 し て よ り 正 確 に 位 置 決 め す る こ と が で き る 。 こ れ  
ら の ね じ 孔 （ 8 ） は 、 さ ら に 、 先 行 技 術 に よ る 固 定 プ レ ー ト の 軸 部 の ね じ 孔 と 同 様 に 設 計  
す る こ と が で き る 。 図 5 か ら よ り 明 確 に 分 か る よ う に 、 ね じ 孔 （ 8 ） は 一 列 に 配 置 さ れ て い  
な い が 、 こ れ ら は 垂 直 線 に 対 し て オ フ セ ッ ト さ れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 上 腕 骨 シ ャ フ  
ト （ 2 7 ） を 分 割 す る こ と な く 、 複 数 の 固 定 ね じ （ 3 5 ） を 互 い の 上 に 配 置 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
ヘ ッ ド 部 （ 3 ） に 背 を 向 け る そ の 側 に お い て 、 軸 部 （ 4 ） は ま た 、 軸 部 （ 4 ） の 下 方 に 中 心  
的 に 自 由 空 洞 が 形 成 さ れ る よ う に 凹 ん で 設 計 さ れ た 縁 部 （ 2 2 ） を 備 え 、 こ の 空 洞 は 固 定 プ  
レ ー ト （ 2 ） の 後 側 に 向 か っ て 開 き 、 好 ま し く は 軸 部 （ 4 ） に 対 し て 横 方 向 に 延 び る 。 固 定  
プ レ ー ト （ 2 ） の 上 腕 骨 へ の 適 用 は 、 そ こ に 存 在 す る 腱 の 挿 入 部 に よ っ て で き る だ け 妨 げ  
ら れ な い よ う に さ れ る 。 先 行 技 術 に よ る 固 定 プ レ ー ト は 、 固 定 プ レ ー ト を 適 用 す る こ と が  
で き る よ う に す る た め に 、 最 小 限 の 腱 だ け を 切 り 離 す 必 要 が あ る こ と を 保 証 す る た め に 、  
同 様 に 、 こ の よ う な 凹 状 の 端 部 を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
描 か れ た 固 定 プ レ ー ト （ 2 ） の ヘ ッ ド 部 （ 3 ） は 、 図 1 ～ 図 3 に 見 ら れ る よ う に 、 大 結 節 （ 2  
6 ） の フ ッ ト プ レ ー ト か ら す ぐ 遠 位 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。  し た が っ て  
、 ヘ ッ ド 部 （ 3 ） は フ ッ ト プ レ ー ト か ら 約 5 ～ 7 m m 遠 位 に 取 り 付 け ら れ る こ と が で き る 。  
こ の 目 的 の た め に 、 ヘ ッ ド 部 （ 3 ） に は 、 角 度 的 に 安 定 し た ね じ （ 2 4 ） を そ こ に 挿 入 す る  
た め の 複 数 の ね じ 孔 （ 5 ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
最 も 近 位 に あ る 2 つ の ね じ 孔 （ 1 1 ） は 、 8 の 字 型 に 構 成 さ れ 、 上 部 入 口 開 口 （ 1 2 ） と 下 部  
入 口 開 口 （ 2 3 ） と を 備 え て い る 。 上 部 入 口 開 口 （ 1 2 ） は 、 図 6 に 見 ら れ る よ う に 、 水 平 面  
（ X ） に 対 し て 約 1 6 ° の 下 向 き 角 度 （ α ） で 配 置 さ れ る 第 1 の 長 手 軸 （ A ） を 有 す る 第 1 の  
内 ね じ 溝 を 備 え て い る 。 下 部 入 口 開 口 （ 1 3 ） に は 、 図 6 で 分 か る よ う に 、 水 平 面 （ X ） に  
対 し て 約 2 4 ° の 上 向 き 角 度 （ β ） で 配 置 さ れ た 第 2 の 長 手 方 向 軸 （ B ） を 有 す る 第 2 の 内 ね  
じ 溝 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
水 平 面 （ X ） は 、 軸 部 （ 4 ） が 主 に 延 び る 平 面 に 実 質 的 に 対 応 し 、 上 腕 骨 シ ャ フ ト （ 2 7 ）  
上 の 軸 部 （ 4 ） の 理 想 的 な 支 持 平 面 に 実 質 的 に 一 致 す る 垂 直 面 （ Y ） に 対 し て 横 方 向 に 配 置  
さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
図 1 ～ 図 3 、 及 び 図 6 ～ 図 8 は そ れ ぞ れ 、 一 方 の 最 も 近 接 し た ね じ 孔 （ 1 1 ） に 配 置 さ れ た 下  
方 に 向 け ら れ た ね じ （ 2 9 ） を 例 示 の た め に 示 し 、 他 方 の 最 も 近 接 し た ね じ 孔 （ 1 1 ） に は  
上 方 に 向 け ら れ た ね じ （ 3 0 ） が 配 置 さ れ る 。 実 際 に は 、 通 常 、 図 1 4 お よ び 図 1 6 ～ 図 1 7 に  
示 す よ う な 下 向 き ね じ （ 2 9 ） ま た は 上 向 き ね じ （ 3 0 ） の い ず れ か が 、 両 方 の 最 も 近 接 し  
た ね じ 孔 （ 1 1 ） に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
代 替 実 施 形 態 で は 、 前 記 8 の 字 形 状 の ね じ 孔 （ 1 1 ） の 代 わ り に 、 下 方 に 向 け ら れ た ね じ の  
た め の 別 個 の ね じ 孔 と 、 上 方 に 向 け ら れ た ね じ の た め の 別 個 の ね じ 孔 も 提 供 す る こ と が で  
き る 。 さ ら な る 代 替 案 と し て 、 2 つ 以 上 の 近 位 ね じ 孔 の み が 下 向 き ね じ の た め に 提 供 さ れ  
て も よ く 、 そ の 場 合 、 こ の 固 定 プ レ ー ト は 、 上 述 の 合 併 症 が 懸 念 さ れ る 手 術 に の み 使 用 さ  
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れ 、 上 向 き ね じ 用 の 近 位 ね じ 孔 の み を 有 す る 代 替 固 定 プ レ ー ト は 、 こ れ ら の 合 併 症 を 予 想  
し な い 手 術 に 使 用 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
描 か れ た 固 定 プ レ ー ト （ 2 ） は 、 人 体 の 左 上 腕 骨 ま た は 右 上 腕 骨 の 両 方 に 取 り 付 け る こ と  
が で き る 。 あ る い は 、 先 行 技 術 と 同 様 で あ り 、 左 上 腕 骨 に 適 用 さ れ る よ う に の み 設 計 さ れ  
た 、 ま た は 右 上 腕 骨 に 適 用 さ れ る よ う に の み 設 計 さ れ た 、 こ の 発 明 に よ る 固 定 シ ス テ ム （  
1 ） 用 の 固 定 プ レ ー ト （ 2 ） を 製 造 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
前 記 ね じ 孔 （ 5 、 8 ） と 同 様 に 、 固 定 プ レ ー ト （ 2 ） に は 、 複 数 の 縫 合 孔 （ 7 ） も 設 け ら れ  
て い る 。 こ れ ら の 縫 合 孔 （ 7 ） に は 、 縫 合 糸 （ 2 8 ） を 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
複 数 の 縫 合 孔 （ 7 ） は 、 先 行 技 術 の よ う に 、 縫 合 糸 を 通 す た め に 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら  
は 、 固 定 プ レ ー ト （ 2 ） を 固 定 す る た め に 上 腕 骨 頭 の 周 り の 腱 を 通 し て 引 っ 張 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
固 定 プ レ ー ト （ 2 ） の 中 央 に は 、 固 定 縫 合 穴 （ 1 0 ） が 設 け ら れ て い る 。 こ の 固 定 縫 合 孔 （  
1 0 ） は 、 ヘ ッ ド 部 （ 3 ） の 上 縁 に 第 1 の 入 口 開 口 部 （ 4 0 ） が あ り 、 ヘ ッ ド 部 （ 3 ） の 中 心  
部 に 第 2 の 入 口 開 口 部 （ 4 1 ） が あ る ト ン ネ ル 状 に 設 計 さ れ て い る 。 こ れ ら 2 つ の 入 口 開 口  
部 （ 4 0 、 4 1 ） の 間 の 中 央 に は 、 固 定 縫 合 孔 （ 1 0 ） の ト ン ネ ル 状 の 空 洞 （ 1 4 ） に 開 口 す る  
ね じ 孔 （ 1 5 ） が あ る 。 入 口 開 口 部 （ 4 0 、 4 1 ） を 介 し て 、 図 3 、 1 4 お よ び 1 7 に 見 ら れ る よ  
う に 、 縫 合 糸 （ 2 8 ） を ト ン ネ ル 状 の 空 洞 （ 1 4 ） 内 に 導 入 す る こ と が で き る 。 ね じ 孔 （ 1 5  
） 内 の 止 め ね じ （ 4 7 ） に よ っ て 、 こ の 縫 合 糸 （ 2 8 ） を こ の ト ン ネ ル 状 の 空 洞 （ 1 4 ） 内 に  
調 節 可 能 か つ 可 逆 的 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
描 か れ て い る 固 定 シ ス テ ム （ 1 ） の 前 記 骨 固 定 要 素 （ 9 、 3 3 ） の 第 1 の 骨 固 定 要 素 （ 9 ） は  
、 上 腕 骨 頭 （ 3 2 ） の 頂 部 （ 3 1 ） に お い て 、 上 腕 骨 上 筋 腱 （ 3 6 ） お よ び 下 腿 骨 下 筋 腱 （ 3 6  
） が 挿 入 さ れ る 大 結 節 の 脚 板 か ら 内 側 に 軟 骨 下 に 固 定 さ れ る よ う に そ れ ぞ れ の ケ ー ス で 設  
け ら れ て い る 。 縫 合 糸 （ 2 8 ） は 、 こ の 第 1 の 骨 固 定 要 素 （ 9 ） に 取 り 付 け ら れ 、 棘 上 ・ 棘  
下 腱 （ 3 6 ） を 通 っ て 挿 入 さ れ 、 先 ほ ど の 固 定 縫 合 孔 （ 1 0 ） に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
描 か れ て い る 固 定 シ ス テ ム （ 1 ） の 前 記 骨 固 定 要 素 （ 9 、 （ 3 3 ） の 第 2 の 骨 固 定 要 素 （ 3 3  
） は 、 そ れ ぞ れ の 場 合 、 肩 甲 下 筋 腱 が 挿 入 さ れ る 小 フ ッ ト プ レ ー ト か ら 内 側 に 、 軟 骨 下 に  
固 定 さ れ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 縫 合 糸 （ 2 8 ） は 、 こ の 骨 固 定 要 素 （ 3 3 ） に 取 り 付 け  
ら れ 、 肩 甲 下 筋 腱 挿 入 部 （ 3 7 ） か ら 挿 入 さ れ 、 サ イ ド ア ー ム （ 1 6 ） の 第 2 の 固 定 縫 合 孔 （  
1 7 ） に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
サ イ ド ア ー ム （ 1 6 ） は 、 こ の た め に 、 固 定 プ レ ー ト （ 2 ） の ヘ ッ ド 部 （ 3 ） に 解 放 可 能 に  
取 り 付 け ら れ 、 し た が っ て 、 上 腕 二 頭 筋 腱 を 妨 げ な い ま ま に す る よ う に 、 二 頭 筋 溝 （ 4 5 ）  
を 橋 渡 し す る 。 描 か れ て い る 実 施 形 態 で は 、 サ イ ド ア ー ム （ 1 6 ） は 、 固 定 プ レ ー ト （ 2 ）  
に 対 し て 前 部 で 取 り 付 け ら れ て い る 。 代 替 の 実 施 形 態 で は 、 こ の サ イ ド ア ー ム （ 1 6 ） は 、  
固 定 プ レ ー ト （ 2 ） に 対 し て 後 方 で 取 り 付 け ら れ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
い ず れ の 場 合 も 、 こ の サ イ ド ア ー ム （ 1 6 ） に は ト ン ネ ル 状 の 空 洞 （ 1 7 ） が 設 け ら れ 、 縫  
合 糸 （ 2 8 ） を 挿 入 す る た め の 2 つ の 入 口 開 口 （ 4 2 ， 4 3 ） を 有 し て い る 。 ね じ 孔 （ 4 4 ） は  
、 こ の ト ン ネ ル 状 空 洞 （ 1 7 ） に 対 し て 横 方 向 に 配 置 さ れ 、 ト ン ネ ル 状 空 洞 （ 1 7 ） 内 に 開  
口 し て い る 。 入 口 開 口 部 （ 4 2 、 4 3 ） を 介 し て 、 図 8 、 1 4 、 1 6 お よ び 1 7 に 見 ら れ る よ う に  
、 縫 合 糸 （ 2 8 ） を ト ン ネ ル 状 空 洞 （ 1 7 ） 内 に 導 入 す る こ と が で き る 。 ね じ 孔 （ 4 4 ） 内 の  
止 め ね じ （ 4 8 ） に よ っ て 、 こ の 縫 合 糸 （ 2 8 ） を こ の ト ン ネ ル 状 の 空 洞 （ 1 7 ） 内 に 調 整 可  
能 か つ 可 逆 的 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
サ イ ド ア ー ム を ヘ ッ ド 部 （ 3 ） に 解 放 可 能 に 取 り 付 け る た め に 、 こ の サ イ ド ア ー ム （ 1 6 ）  
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は 、 各 場 合 に 、 固 定 体 （ 1 8 ） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
描 か れ て い る 第 1 の 実 施 形 態 で は 、 こ の 固 定 体 （ 1 8 ） は 、 ヘ ッ ド 部 （ 3 ） の 全 幅 に わ た っ  
て 延 び 、 こ の ヘ ッ ド 部 （ 3 ） の い ず れ か の 側 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
描 か れ て い る 第 2 の 実 施 形 態 で は 、 こ の ヘ ッ ド 部 （ 3 ） の 前 面 に は 、 固 定 体 （ 1 8 ） に 対 応  
す る 凹 部 （ 5 0 ） が 左 右 に 設 け ら れ て お り 、 こ の 凹 部 に 固 定 体 （ 1 8 ） を 配 置 し て 固 定 プ レ  
ー ト （ 2 ） に 固 定 で き る よ う に な っ て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 サ イ ド ア ー ム （ 1 6 ） は 、  
こ れ が 図 示 の よ う に 固 定 プ レ ー ト （ 2 ） に 対 し て 左 側 に 取 り 付 け ら れ る か 、 ま た は 固 定 プ  
レ ー ト （ 2 ） に 対 し て 右 側 に 1 8 0 ° ひ ね っ て 取 り 付 け ら れ る よ う に 対 称 に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
固 定 体 （ 1 8 ） を 固 定 プ レ ー ト （ 2 ） に 取 り 付 け る た め に 、 両 実 施 形 態 に お け る こ の 固 定 体  
（ 1 8 ） に は 、 取 付 孔 （ 3 5 ） と し て 構 成 さ れ る 縫 合 孔 （ 7 ） に 挿 入 可 能 な 取 付 ピ ン （ 2 0 ）  
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
ま た 、 固 定 体 （ 1 8 ） と ヘ ッ ド 部 （ 3 ） の 両 方 に 、 対 応 す る 1 つ 以 上 の 固 定 ね じ 孔 （ 3 8 、 3 9  
） を 設 け る こ と が で き 、 こ の 固 定 ね じ 孔 か ら 、 固 定 体 （ 1 8 ） を ヘ ッ ド 部 （ 3 ） に ね じ 止 め  
す る た め の 1 つ 以 上 の ね じ を 導 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
第 1 の 実 施 形 態 で は 、 ヘ ッ ド 部 （ 3 ） の 固 定 ね じ 孔 （ 3 9 ） は 、 こ こ で は ヘ ッ ド 部 （ 3 ） の 反  
対 側 の 側 縁 に 設 け ら れ て い る 。 第 2 実 施 形 態 で は 、 こ の よ う な 固 定 ね じ 孔 （ 3 9 ） は 、 前 記  
凹 部 （ 5 0 ） の 各 々 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
第 1 の 実 施 形 態 で は 、 固 定 体 （ 1 8 ） に は 、 ヘ ッ ド 部 （ 3 ） に お い て 最 も 近 位 の 角 度 的 に 安  
定 し た ね じ （ 2 4 ） を 妨 げ ず に 挿 入 で き る よ う に 、 切 り 込 み （ 2 1 ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
骨 固 定 要 素 （ 9 ） は 、 先 行 技 術 か ら 知 ら れ て い る 任 意 の 形 態 を と る こ と が で き る 。 こ れ に  
適 し た そ の よ う な 骨 固 定 要 素 の 一 例 は 、 L u p i n e （ 登 録 商 標 ）  D e P u y  S y n t h e s の 名 で 知 ら  
れ て い る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】



10

20

30

40

50

JP 7670384 B2 2025.4.30(16)

【 図 １ ７ 】
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